
 

産業構造審議会イノベーション・環境分科会資源循環経済小委員会自動車リサイクルＷＧ  

中央環境審議会循環型社会部会自動車リサイクル専門委員会 

第６０回合同会議 

 

議事次第 

 

日 時：令和７年９月５日（金） １３：００～１５：００ 

 

場 所：TKP新橋カンファレスセンター・web 
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議 題： 

１．自動車リサイクル制度の評価・検討について 

 

２．その他 
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自動車リサイクル制度の評価・検討について 

 

 自動車リサイクル法については、「自動車リサイクル制度の施行状況の評価・検討に関す

る報告書」（令和３年７月 産業構造審議会・中央環境審議会合同会議）において、「遅くと

も５年後を目途に、かつ、必要と判断される場合には速やかに、評価・検討を行うことが適

当」とされていることから、自動車リサイクル法の施行状況や課題について、以下のスケ

ジュール及び観点で検討を進める。 

 

１．検討のスケジュール 

 以下のアジェンダで産業構造審議会、中央環境審議会合同会議を開催。 

 

○自動車リサイクル制度の評価・検討のキックオフ（９月） 

➢ 自動車リサイクル制度の執行状況 

➢ 「自動車リサイクル制度の施行状況の評価・検討に関する報告書」（令和３年７月）の

フォローアップ状況 

➢ 自動車リサイクル制度の評価・検討における主な論点 

○義務者・関連事業者等へのヒアリング（１０月） 

○論点整理、方向性についての検討／報告書とりまとめ（１１月以降） 

 

２．主な論点 

（１）制度の安定化・効率化 

 ①使用済自動車にかかる動向把握（オートオークション等における解体業者 

の取引動向含む） 

  ②不適正な解体業者等の実態把握と対応の検討 

  ③リサイクル料金の適切な運用と検証 

  ④不法投棄・不適正保管車両及び被災車両の適正処理 

  ⑤情報システムの効率的な活用 

（２）国内資源循環の推進 

  ⑥自動車リサイクルの高度化 

  ⑦再生プラスチックの流通量拡大 

  ⑧リユース可能な部品の流通促進 

（３）変化への対応と発展的要素 

  ⑨使用済自動車由来の車載用蓄電池の再資源化の推進 

  ⑩CN・3Rの高度化 

以上 

 


